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“回文”の世界
～動物の名が入った回文～

令和４年度 ラスタホール市民参加事業

わにの庭

今年のテーマは「動物の名が入った回文」
「回文」とは、上から読んでも下から読んでも意味の通った同じ読みをすることばのこ

とです。伊丹が酒造りで栄えた江戸時代の有名な回文に「伊丹の酒今朝呑みたい

（いたみのさけけさのみたい）」というものがあります。

今年も子どもから大人まで、たくさんの方がことばあそび作

りに挑戦し、作品を応募してくださいました。当日は講師の

小野先生よりすぐれた作品の発表・選評をいただき、ことば

あそびの面白さや奥深さについてお話しいただきます。

〇新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、日程変更または中止となる場合がございます。
〇ご自宅を出られる前の検温、来館中のマスク着用をお願いします。


